
 
 
 
 
 
 
 

２００６年１２月１日 

 

 

人と地球にやさしい新型車両｢E233 系｣営業運転開始について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■営業運転開始日      ２００６年１２月２６日（火）  
 

■営業運転開始区間・時刻  豊田発東京行き（各駅停車） 

 

豊田駅 中央線 東京駅 

5:10 6:15 

※運転ダイヤについては、当日の運行状況等により変更になる場合があります。 
 

 
■運行区間等     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２００６年１２月２６日（火）から中央線や青梅線等で新型車両「Ｅ２３３系」

が営業運転を開始します。 

「Ｅ２３３系」は、「故障に強い」、「人と地球にやさしい」、「情報案内等の機能

の向上」などの特徴のある車両です。 

「Ｅ２３３系」は、２００８年 3 月までに６８８両を中央線、青梅線等に順次導

入していく計画です。 
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■Ｅ２３３系の主な特徴 
  

○ 故障に強い車両 

・ 電気機器や保安装置など主要機器を二重系化し、一つが故障しても運転継続を可能とし

て、お客さまへの影響を極力低減することを目指しています。 

 

○ 人と地球にやさしい車両 

・ 優先席や女性専用車（朝時間帯）の荷棚、吊手高さの変更、優先席エリアの明確化等の

ユニバーサルデザインの採用や空気清浄器の設置、腰掛幅の拡大など人にやさしい車両

となっています。 

・ 床面の高さを低くしてホームとの段差を縮小し、バリアフリー化の推進を図っています。 

・ 消費電力量の削減等、エネルギー効率を大幅に向上し、地球にやさしい車両となってい

ます。 

 

○ 情報案内等の機能を向上した車両 

・ 山手線で採用している情報案内表示器を各ドア上に設置して、運行情報やニュース等を

表示するほか、中央線は列車種別や行先が多岐にわたることから、わかりやすいフルカ

ラーの行先表示器を採用しています。 

・ 拡幅車体の採用により混雑緩和を図っています。 

 

なお、車両の取替えにあたっては、中央快速線をご利用されるお客さま等へのはがきアンケ

ート、インターネット調査及びグループインタビュー等を実施した結果をデザインや車内設備

等に反映しています。 
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